
第
四
章
医
学
に
貢
献
す
る
室
賀
一
族
で
は
、
室
賀
・
土
屋
家
の
医
師

と
し
て
活
躍
し
た
人
々
を
く
わ
し
く
紹
介
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
そ
の

名
前
と
役
職
・
続
柄
等
を
簡
単
に
記
し
て
お
こ
う
。

室
賀
不
二
男
録
郎
の
三
男
、
元
都
立
豊
島
病
院
長
。

土
屋
健
三
郎
国
太
の
次
男
、
元
産
業
医
科
大
学
学
長
、
公
衆
衛
生

学
。

土
屋
武
彦
国
太
の
三
男
、
産
業
医
科
大
学
名
誉
教
授
、
放
射
線
医

学
専
攻
。

村
上
泰
二
郎
国
太
の
長
女
の
夫
、
武
彦
の
同
窓
生
、
清
水
市
で
耳

鼻
科
開
業
。

筧
繁
録
郎
の
長
女
栄
子
の
夫
、
入
沢
達
吉
の
高
弟
、
千
葉
医
科

大
学
教
授
、
侍
医
、
内
科
。

質
弘
毅
貰
繁
の
長
男
、
千
葉
大
学
名
誉
教
授
、
日
本
放
射
線
医

学
の
開
拓
者
。

貰
潤
二
頁
繁
の
次
男
、
医
師
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
日
本
大
学
教
授

（
音
楽
）
。

室
賀
昭
三
録
郎
の
次
男
靖
雄
の
末
子
、
前
日
本
東
洋
医
学
会
会
長
。

な
お
一
部
の
方
は
割
愛
し
、
経
歴
は
す
べ
て
省
略
し
た
が
著
者
と
の

関
係
な
ど
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語
り
、
興
味
の
深
い
紹
介
で
あ
る
。

と
に
か
く
本
書
は
肩
の
こ
ら
な
い
、
し
か
も
医
史
学
的
に
関
心
の
深
い

本
で
あ
る
。

（
土
屋
重
朗
）

〔
西
田
書
店
・
東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町
三
’
一
○
、
電
話
○
三
’
三

二
六
一
’
四
五
○
九
、
一
九
九
二
年
八
月
発
行
、
二
、
○
○
○
円
〕

人
に
歴
史
が
あ
る
よ
う
に
、
病
に
も
歴
史
が
あ
る
。
か
っ
て
は
椙
け

つ
を
き
わ
め
た
病
も
環
境
の
変
化
や
治
療
薬
の
登
場
に
よ
っ
て
屈
伏
さ

れ
、
忘
れ
去
ら
れ
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
風
邪
の
よ
う
に
、
い
つ
ま
で
も

寿
命
を
な
が
ら
え
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
病
の
生
活
史
、
そ
れ
は
ま
た

豊
か
な
個
性
を
そ
な
え
た
も
の
で
あ
る
。

ハ
ン
セ
ン
病
は
少
な
く
と
も
日
本
に
お
い
て
は
ま
も
な
く
消
え
去
ろ

う
と
し
て
い
る
病
の
ひ
と
つ
で
あ
る
が
、
こ
の
病
の
歴
史
ほ
ど
強
烈
な

個
性
を
有
し
た
も
の
は
他
に
な
い
で
あ
ろ
う
。
古
代
以
来
、
こ
の
病
に

襲
わ
れ
た
者
は
正
に
生
き
な
が
ら
の
死
を
体
験
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
ケ

ガ
し
た
者
、
仏
罰
・
神
罰
を
受
け
た
罪
人
と
意
味
づ
け
ら
れ
、
そ
れ
ゆ

え
に
人
で
あ
っ
て
人
に
非
ら
ざ
る
非
人
と
前
近
代
社
会
で
は
位
置
づ
け

ら
れ
た
。
病
者
は
病
苦
に
加
え
て
社
会
的
な
死
を
宣
告
さ
れ
、
乞
食
の

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

近
代
国
家
の
ハ
ン
セ
ン
病
へ
の
取
組
み
は
、
条
約
の
改
正
に
よ
り
外

国
人
が
内
地
に
雑
居
す
る
段
階
に
至
っ
た
明
治
末
に
は
じ
ま
る
。
欧
米

で
は
す
で
に
消
滅
し
て
い
た
ハ
ン
セ
ン
病
が
わ
が
国
に
存
在
す
る
こ
と

を
恥
辱
と
考
え
た
政
府
は
、
浮
浪
患
者
の
徹
底
し
た
隔
離
政
策
を
と
る

こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ま
で
は
欧
米
の
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師
ら
が
中
心
と

な
っ
た
ハ
ン
セ
ン
病
施
設
が
わ
ず
か
に
営
ま
れ
て
い
た
の
に
過
ぎ
な
か

っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
排
日
政
策
へ
の
反
発
と
日
露
戦
争
に
勝
利
し
た
大

国
意
識
が
国
公
立
の
療
養
所
建
設
を
推
進
さ
せ
る
原
動
力
と
な
り
、
在

山
本
俊
一
著
「
日
本
ら
い
史
」
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宅
患
者
の
収
容
を
含
め
た
無
ラ
イ
県
運
動
へ
と
進
む
。
だ
が
、
そ
こ
で

は
病
の
伝
染
力
が
必
要
以
上
に
誇
張
さ
れ
、
人
々
の
恐
怖
心
を
利
用
し

た
強
制
収
容
の
か
た
ち
が
と
ら
れ
た
。
患
者
の
人
権
を
無
視
し
た
療
養

所
生
活
は
戦
後
ま
で
つ
づ
き
、
今
日
で
も
隔
離
に
よ
っ
て
ハ
ン
セ
ン
病

を
撲
滅
さ
せ
よ
う
と
す
る
政
策
が
継
承
さ
れ
て
お
り
、
退
所
者
に
対
す

る
保
障
は
全
く
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。

著
者
は
近
現
代
に
お
け
る
ハ
ン
セ
ン
病
の
歴
史
を
、
一
九
○
七
年
の

「
ら
い
予
防
に
関
す
る
法
律
」
の
制
定
か
ら
一
九
三
一
年
公
布
の
「
ら

い
予
防
法
」
、
さ
ら
に
は
一
九
五
三
年
の
「
ら
い
予
防
法
改
正
」
の
成
立

に
至
る
国
会
で
の
審
議
過
程
を
議
事
録
な
ど
に
よ
っ
て
詳
細
に
あ
と
づ

け
、
そ
の
当
時
の
状
況
を
生
き
生
き
と
描
き
出
し
て
い
る
。
委
員
ら
の

質
疑
応
答
・
証
言
を
巧
み
に
挿
入
し
、
臨
場
感
の
あ
ふ
れ
た
も
の
に
し

て
い
る
が
、
さ
ら
に
興
味
を
持
っ
て
読
め
る
も
の
に
す
る
に
は
、
そ
れ

ら
法
律
に
裏
付
け
ら
れ
た
医
療
・
衛
生
行
政
が
患
者
に
何
を
も
た
ら
し
、

ど
ん
な
意
味
が
新
た
に
付
与
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
、
患
者
側
（
患

者
を
出
し
た
家
族
や
村
を
含
む
）
の
史
料
あ
る
い
は
マ
ス
コ
ミ
の
記
事
な

ど
を
も
っ
て
、
患
者
や
家
族
の
生
活
を
浮
き
彫
り
に
し
た
章
節
が
加
え

ら
れ
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
救
ラ
イ
事
業
が
皇
室
の
慈
恵
的
性
格
を
帯
び
、
天
皇
制
護
持

の
一
翼
を
担
わ
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
ハ
ン
セ
ン
病
者
の
断
種
が
日
本
民

族
の
浄
化
を
め
ざ
す
優
生
政
策
に
結
び
つ
け
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
た
こ

と
な
ど
の
点
に
つ
い
て
は
、
藤
野
豊
著
『
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
医
療
」

（
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
一
月
刊
、
六
七
○
○
円
）
が
意
欲
的
に
取
組
ん

で
お
り
、
癩
の
社
会
的
な
意
味
と
患
者
の
生
活
に
ふ
れ
た
沢
野
雅
樹
著

本
書
の
最
初
に
書
か
れ
て
い
る
「
は
じ
め
に
」
を
読
ん
で
み
る
と
、

本
書
の
成
り
立
ち
、
す
な
わ
ち
著
者
が
幼
少
の
時
代
か
ら
い
か
に
歴
史

の
重
要
性
に
興
味
を
覚
え
る
環
境
に
育
っ
た
か
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
環
境
が
い
か
に
良
く
て
も
、
こ
れ
を
受
け
入
れ
る
態
勢
が

整
わ
な
け
れ
ば
単
な
る
あ
だ
花
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
。
著
者
は
こ
れ
ら

を
う
け
る
意
欲
と
人
一
倍
の
向
学
心
が
あ
っ
た
た
め
、
立
派
に
開
花
す

る
結
果
と
な
っ
た
。
医
学
生
時
代
か
ら
医
史
学
に
興
味
を
覚
え
、
整
形

外
科
を
専
門
と
し
て
か
ら
は
、
該
科
と
郷
里
の
新
潟
関
係
の
医
学
の
歴

史
に
は
特
に
意
を
用
い
る
よ
う
に
な
り
、
数
々
の
著
書
や
論
文
を
出
さ

れ
た
こ
と
は
人
皆
の
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
書
は
著
書
名
が
「
覚
書
」
と
明
示
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
内
容
は

十
八
項
目
、
百
六
十
余
篇
の
「
お
ぼ
え
が
き
」
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。

「
癩
者
の
生
」
（
青
弓
社
、
一
九
九
四
年
一
月
刊
、
二
六
七
八
円
）
も
刊
行
さ

れ
て
い
る
の
で
併
読
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
。
い
ず
れ
の
書
も
た
い
へ
ん

な
労
作
で
あ
り
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
わ
が
国
に
お
け
る
ハ
ン
セ
ン
病
者

の
実
態
だ
け
で
な
く
、
近
現
代
に
お
け
る
医
療
政
策
の
立
案
過
程
と
基

本
姿
勢
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
大
き
な
収
穫
で
あ
る
。（

新
村
拓
）

〔
東
京
大
学
出
版
会
・
東
京
都
文
京
区
本
郷
七
’
三
’
一
束
大
構
内
、
○
三

’
三
八
二
’
八
八
一
四
、
一
九
九
三
年
一
二
月
刊
、
Ａ
５
判
、
三
五
六

頁
、
八
七
五
五
円
〕

蒲
原
宏
著
『
新
潟
県
医
学
史
覚
害
』
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